
8.その他
・横断歩道橋の撤去について
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・原則として地元（自治会等）から撤去要望がある横断歩道橋を対象としていたが、地元からの要望は
少ない。

・また、老朽化の進行に伴い横断歩道橋の更新が必要となる場合には、撤去の検討対象に含めることと
しているが、現在のところ更新箇所はない。

現行の方針（現状も含む）

• 今後、ストックマネジメントの最適化を図るため、横断歩道橋の撤去の可能性を検討する

「インフラ長寿命化行動方針（静岡県交通基盤部）/令和6年3月」より抜粋

方針 横断歩道橋の撤去の可能性を検討

通学路指定が解除
下部工により歩道幅員が確保できていない
利用率が低い
建設後50年が経過
点検による診断がⅢ判定以上
付近に代替施設（横断歩道等）がある

今後の方針

検討のポイント


